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○写                   茨城県後期高齢者医療広域連合告示第１号 

 

 

 令和８年第１回茨城県後期高齢者医療広域連合議会定例会を下記のとおり招集

する。 

 

令和８年２月３日 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長   大谷 明  

 

記 

 

１ 日 時  令和８年２月 25日 午後２時 30分 

 

２ 場 所  水戸市中央１丁目４番１号 

水戸市役所７階 全員協議会室 

 

 

以 上  

 

―1―- 1 -



 

議 員 出 席 表 

令和８年第１回定例会 

議席 

番号 
議員の氏名 

第１日  議席 

番号 
議員の氏名 

第１日 

２月25日 ２月25日 

１ 袴 塚 孝 雄 ○ 23 田 中 隆 徳 ／ 

２ 白 石   敦 ○  24 後 藤 治 男 ○ 

３ 矢 口 勝 雄 ○  25 松 戸 千 秋 ／ 

４ 渡 邊 澄 夫 ／  26 櫻 井 健 一 ○ 

５ 村 上 泰 道 ○  27 萩 原 剛 志 ○ 

６ 立 川 博 敏 ○  28 遠 藤 富美子 ○ 

７ 後 藤 敦 志 ○  29 宮 内   守 ○ 

８    30 田 口 清 一 ○ 

９ 佐 藤 剛 史 ○  31   

10 小 室 信 隆 ○  32 長 島 幸 男 ○ 

11 藤 橋   隼 ○  33 根 崎 敏 夫 ○ 

12 和 田 喜 武 ○  34 柴 田 佑美子 ○ 

13 田 村 幸 子 ／  35 猿 田 正 純 ／ 

14 山野井   隆  ○  36 寺 門 定 範 ○ 

15 水 梨 伸 晃 ○  37 大 森 勝 夫 ○ 

16 黒 田 健 祐 ○  38 林   昌 子 ○ 

17 鈴 木 道 生 ○  39 野 口 雅 弘 ／ 

18 池 田 芳 範 ○  40 山 本   豊 ○ 

19 小 沼 英 明 ○  41 安 田 忠 司 ／ 

20    42 小野寺 宗一郎 ／ 

21 岡 﨑 欣 也 ○  43 岩 﨑   博 ○ 

22 寺 門   厚 ／  44 新 井 邦 弘 ／ 
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説 明 員 出 席 者（地方自治法第121条第１項） 

 

      広 域 連 合 長   大 谷   明（ひたちなか市長） 

      代 表 監 査 委 員   磯 﨑  和 廣 

      事 務 局 長   井 上  鏡 子 

      会計管理者兼会計室長   小 林  敦 明 

      事務局次長兼総務課長   介 川  忠 明 

      事 業 課 長   飯 島  良 弘 

      給 付 課 長   安   和 彦 

 

 

 

議 会 事 務 局 職 員 出 席 者 

 

      議 会 事 務 局 長   大 谷  浩 之 

      書 記   鈴 木  崇 弘 
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提 出 議 案 一 覧 

 

議案第１号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の分限に関する手続及び効果に関する

条例の一部を改正する条例について  
議案第２号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の

一部を改正する条例について  
議案第３号 茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の特例

に関する条例の一部を改正する条例について 

議案第４号 茨城県後期高齢者医療広域連合特別職の職員等の報酬及び費用弁償等に関

する条例の一部を改正する条例について 

議案第５号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の

一部を改正する条例について 

議案第６号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例について 

議案第７号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について 

議案第８号 茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正

する条例について 

議案第９号 令和８年度茨城県後期高齢者医療広域連合一般会計予算 

議案第10号 令和８年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算 

議案第11号 令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第２号） 

議案第12号 令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）  
議案第13号 包括外部監査契約の締結について 

報告第１号 専決処分の報告及び承認を求めることについて（訴訟上の和解） 

議員提出議案第１号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の議員報酬等に関する条

例の一部を改正する条例について 
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議議 事事 日日 程程  
  

２２ 月月 22 55 日日  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  





  午後２時30分開議   

 

令 和 ８ 年 第 １ 回 

茨城県後期高齢者医療広域連合議会定例会 

議 事 日 程 

 

令和８年２月25日（水） 

 

       開会宣告 

       諸般の報告 

日程第１   議席の指定について  

日程第２   会議録署名議員の指名について  

日程第３   会期の決定について  

       広域連合長の挨拶  

日程第４   議長の選挙について 

日程第５   議案第１号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の分限に関する手続及

び効果に関する条例の一部を改正する条例について 

      議案第２号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の懲戒の手続及び効果

に関する条例の一部を改正する条例について  

       議案第３号 茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用

及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例につい

て  

議案第４号 茨城県後期高齢者医療広域連合特別職の職員等の報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について  

議案第５号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に

関する条例等の一部を改正する条例について  
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議案第10号 令和８年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療

特別会計予算 
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午後２時３０分 

   開開会会宣宣告告  

 

○副副議議長長（大森勝夫君） 皆さん、こんにちは。副議長の大森勝夫でございます。 

  議長が欠員となっておりますので、地方自治法第106条第１項の規定により、議長の

職務を務めさせていただきますので、御協力のほど、どうぞよろしくお願いいたしま

す。（拍手） 

  それでは、御報告申し上げます。 

  ただいまの出席議員数は30名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより令和８年第１回茨城県後期高齢者医療広域

連合議会定例会を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――   

   諸諸般般のの報報告告  

 

○副副議議長長（大森勝夫君） この際、諸般の報告をいたします。 

  本日の議事日程につきましては、お手元に配付してありますとおりですので、御了

承願います。 

  地方自治法第121条第１項の規定により、説明のため、本定例会の会議に出席を求め

た者の職、氏名は、お手元に配付してあります説明員出席者のとおりでありますので、

御了承願います。 

  次に、議員の異動について御報告申し上げます。 

  取手市議会選出の岩澤信議員、ひたちなか市議会選出の雨澤正議員、茨城町議会選

出の石川祐一議員から、一身上の都合により辞職したい旨の願いが出されましたため、

議長において、これを許可いたしました。 

  また、水戸市議会選出の松本勝久議員、下妻市議会選出の廣瀬榮議員、守谷市議会

選出の長谷川信市議員、潮来市議会選出の平田健三議員、つくばみらい市議会選出の

守谷智明議員から、一身上の都合により辞職したい旨の願いが出されたため、副議長

においてこれを許可いたしました。 

  これにより、各選出元市町村において広域連合議会議員補欠選挙が執り行われ、令

和７年９月２日に取手市議会の山野井隆議員、同年12月４日に茨城町議会の根崎敏夫

議員、同年12月16日に水戸市議会の袴塚孝雄議員、同年12月18日にひたちなか市議会

の鈴木道生議員、令和８年２月12日に潮来市議会の小沼英明議員が当選されましたこ
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とを御報告いたします。 

  なお、下妻市議会選出議員、守谷市議会選出議員及びつくばみらい市議会選出議員

につきましては、広域連合議会議員補欠選挙が執り行われていないため、欠員となり

ます。 

  それでは、当選されました方々から御挨拶をいただきます。 

  初めに、山野井隆議員から御挨拶を願います。 

○１１４４番番（山野井隆君） 改めまして、こんにちは。取手市議会選出の山野井隆と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ありがとうございました。 

  続きまして、根崎敏夫議員から御挨拶を願います。 

○３３３３番番（根崎敏夫君） 皆さん、こんにちは。茨城町議会より選出されました根崎敏

夫です。よろしくお願いいたします。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ありがとうございました。 

  続きまして、袴塚孝雄議員から御挨拶を願います。 

○１１番番（袴塚孝雄君） 皆さん、改めましてこんにちは。ただいま御紹介いただきまし

た水戸市議会で12月16日から松本議員に代わりまして選出されました袴塚孝雄と申

します。どうぞよろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ありがとうございました。 

  続きまして、鈴木道生議員から御挨拶を願います。 

○１１７７番番（鈴木道生君） 皆様こんにちは。ひたちなか市議会にて12月から選出されま

した鈴木道生でございます。皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ありがとうございました。 

  続きまして、小沼英明議員から御挨拶を願います。 

○１１９９番番（小沼英明君） 皆さん、こんにちは。潮来市議会選出の小沼でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ありがとうございました。 

  ──────────────────────―――――――――――――   

   日日程程第第１１  議議席席のの指指定定ににつついいてて  

 

○副副議議長長（大森勝夫君） 日程第１、議席の指定を行います。 

  このたび当選されました議員の議席を会議規則第４条第１項の規定により、ただい

ま着席のとおり指定いたします。よろしくお願いいたします。 

  ──────────────────────―――――――――――――   
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   日日程程第第２２  会会議議録録署署名名議議員員のの指指名名ににつついいてて  

 

○副副議議長長（大森勝夫君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第80条の規定により、３番矢口勝雄議員、５番村上泰

道議員、以上２名を指名いたします。 

  ──────────────────────―――――――――――――   

   日日程程第第３３  会会期期のの決決定定ににつついいてて  

 

○副副議議長長（大森勝夫君） 日程第３、会期の決定を議題とします。 

  お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、本日１日限りといたしたいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副副議議長長（大森勝夫君） 異議なしと認めます。よって、会期は本日１日と決しました。 

  ──────────────────────―――――――――――――   

   広広域域連連合合長長のの挨挨拶拶  

 

○副副議議長長（大森勝夫君） この際、広域連合長から発言を求められておりますので、こ

れを許します。 

  広域連合長大谷明君。 

〔広域連合長大谷明君登壇〕 

○広広域域連連合合長長（大谷明君） 令和８年第１回茨城県後期高齢者医療広域連合議会定例会

の開催に当たり、一言御挨拶申し上げます。 

  議員の皆様方におかれましては、大変御多忙のところ御出席をいただき、また、日

頃から後期高齢者医療制度の円滑な運営に御尽力を賜り、心から感謝申し上げます。 

  当広域連合は、平成19年の発足から本年で20年目を迎えました。現在の被保険者数

は49万人を超え、医療費は約4,000億円の規模となっております。令和９年には被保

険者が50万人を超え、医療費は今後もさらに増大していくことが見込まれております。 

  少子高齢化が進展する中、国は年齢に関わりなく負担能力に応じて支え合う全世代

型社会保障の構築を目指す改革を進めており、その一環として令和８年度からは、保

険料と合わせて子ども・子育て支援金の徴収が始まります。この支援金は、全世代、

全経済主体から拠出することになっているため、国や関係市町村と連携し、丁寧な周

知、広報及び説明を行うことで、被保険者の皆様に御理解をいただけるよう努めてま
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とを御報告いたします。 

  なお、下妻市議会選出議員、守谷市議会選出議員及びつくばみらい市議会選出議員

につきましては、広域連合議会議員補欠選挙が執り行われていないため、欠員となり

ます。 

  それでは、当選されました方々から御挨拶をいただきます。 

  初めに、山野井隆議員から御挨拶を願います。 

○１１４４番番（山野井隆君） 改めまして、こんにちは。取手市議会選出の山野井隆と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ありがとうございました。 

  続きまして、根崎敏夫議員から御挨拶を願います。 

○３３３３番番（根崎敏夫君） 皆さん、こんにちは。茨城町議会より選出されました根崎敏

夫です。よろしくお願いいたします。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ありがとうございました。 

  続きまして、袴塚孝雄議員から御挨拶を願います。 

○１１番番（袴塚孝雄君） 皆さん、改めましてこんにちは。ただいま御紹介いただきまし

た水戸市議会で12月16日から松本議員に代わりまして選出されました袴塚孝雄と申

します。どうぞよろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ありがとうございました。 

  続きまして、鈴木道生議員から御挨拶を願います。 

○１１７７番番（鈴木道生君） 皆様こんにちは。ひたちなか市議会にて12月から選出されま

した鈴木道生でございます。皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ありがとうございました。 

  続きまして、小沼英明議員から御挨拶を願います。 

○１１９９番番（小沼英明君） 皆さん、こんにちは。潮来市議会選出の小沼でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ありがとうございました。 

  ──────────────────────―――――――――――――   

   日日程程第第１１  議議席席のの指指定定ににつついいてて  

 

○副副議議長長（大森勝夫君） 日程第１、議席の指定を行います。 

  このたび当選されました議員の議席を会議規則第４条第１項の規定により、ただい

ま着席のとおり指定いたします。よろしくお願いいたします。 

  ──────────────────────―――――――――――――   
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いります。 

  また、マイナンバーカードと健康保険証の一体化につきましては、現在は、令和８

年７月までの暫定的な運用により全被保険者へ資格確認書を交付しておりますが、さ

らなるマイナ保険証の普及及び利用促進に向けて周知広報を進めてまいります。 

  このほか、医療費適正化に力を入れるとともに、健康診査、歯科健康診査及び保健

事業と介護予防の一体的な実施事業などの各種保健事業の推進に取り組み、被保険者

の皆様の健康の保持増進に努めているところでございます。 

  今後とも、引き続き、被保険者の皆様が安心して医療を受けることができるよう、

市町村の皆様と連携を図り、制度の安定運営に努めてまいりたいと考えております。 

  さて、本日は、令和８・９年度の保険料率改定などを含む条例改正、令和８年度当

初予算、令和７年度補正予算のほか、包括外部監査に係る契約締結などの案件につい

て御審議をいただくことになっております。何とぞよろしくお願いを申し上げまして、

挨拶とさせていただきます。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ありがとうございました。 

  ──────────────────────―――――――――――――   

   日日程程第第４４  議議長長のの選選挙挙ににつついいてて  

 

○副副議議長長（大森勝夫君） 次に、日程第４、議長の選挙を行います。 

  お諮りいたします。 

  選挙の方法につきましては、いかがいたしましょうか。 

  32番長島幸男議員。 

○３３２２番番（長島幸男君） 議長の選挙の方法につきましては、地方自治法第118条第２

項の規定により、指名推選によることを望みます。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ただいま長島議員から指名推選の方法による旨、御意見を頂

きました。 

  本動議を直ちに議題といたします。 

  お諮りします。 

  本動議のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副副議議長長（大森勝夫君） 異議なしと認めます。よって、議長の選挙は指名推選の方法

による旨の動議は可決されました。 

  それでは、お諮りします。 

  指名の方法については、ただいま動議を提出されました長島幸男議員から指名を願
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うことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副副議議長長（大森勝夫君） 異議なしと認めます。 

  それでは、長島幸男議員、御指名願います。 

○３３２２番番（長島幸男君） 水戸市議会選出の袴塚孝雄議員を議長に御指名したいと思い

ます。 

○副副議議長長（大森勝夫君） それでは、お諮りします。 

  ただいま指名のありました袴塚孝雄議員を議長の当選人と定めることに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副副議議長長（大森勝夫君） 異議なしと認めます。よって、ただいま指名されました袴塚

孝雄議員が議長に当選されました。 

  ただいま議長に当選されました袴塚孝雄議員が議場におられますので、本席から、

会議規則第32条第２項の規定により当選を告知いたします。 

  それでは、袴塚孝雄議長から御挨拶をお願いいたします。 

〔議長袴塚孝雄君登壇〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 一言御挨拶を申し上げます。 

  ただいま皆様方の御推挙に当選人とさせていただきました水戸市議会議長の袴塚で

ございます。 

  これまで、平成23年にこの広域連合の議長をさせていただいて以来、15年ぶりとい

うことになりますけれども、何分力不足でございます。皆さん方の御指導いただきな

がら、しっかりと円満な議会運営に努めてまいりたい、このように決意をしていると

ころでございますので、今後とも、ぜひ御指導のほどよろしく申し上げます。ありが

とうございました。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ありがとうございました。 

  議員各位の御協力によりまして、議長選挙を滞りなく終了することができましたこ

とに心より感謝申し上げます。 

  それでは、本席を議長と交代いたします。 

〔副議長大森勝夫君退席、議長袴塚孝雄君着席〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） それでは、改めて会議を進めさせていただきます。 

  ──────────────────────―――――――――――――   

   日日程程第第５５  議議案案第第１１号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合職職員員のの分分限限にに関関すするる

手手続続及及びび効効果果にに関関すするる条条例例のの一一部部をを改改正正すするる条条例例にに
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いります。 

  また、マイナンバーカードと健康保険証の一体化につきましては、現在は、令和８

年７月までの暫定的な運用により全被保険者へ資格確認書を交付しておりますが、さ

らなるマイナ保険証の普及及び利用促進に向けて周知広報を進めてまいります。 

  このほか、医療費適正化に力を入れるとともに、健康診査、歯科健康診査及び保健

事業と介護予防の一体的な実施事業などの各種保健事業の推進に取り組み、被保険者

の皆様の健康の保持増進に努めているところでございます。 

  今後とも、引き続き、被保険者の皆様が安心して医療を受けることができるよう、

市町村の皆様と連携を図り、制度の安定運営に努めてまいりたいと考えております。 

  さて、本日は、令和８・９年度の保険料率改定などを含む条例改正、令和８年度当

初予算、令和７年度補正予算のほか、包括外部監査に係る契約締結などの案件につい

て御審議をいただくことになっております。何とぞよろしくお願いを申し上げまして、

挨拶とさせていただきます。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ありがとうございました。 

  ──────────────────────―――――――――――――   

   日日程程第第４４  議議長長のの選選挙挙ににつついいてて  

 

○副副議議長長（大森勝夫君） 次に、日程第４、議長の選挙を行います。 

  お諮りいたします。 

  選挙の方法につきましては、いかがいたしましょうか。 

  32番長島幸男議員。 

○３３２２番番（長島幸男君） 議長の選挙の方法につきましては、地方自治法第118条第２

項の規定により、指名推選によることを望みます。 

○副副議議長長（大森勝夫君） ただいま長島議員から指名推選の方法による旨、御意見を頂

きました。 

  本動議を直ちに議題といたします。 

  お諮りします。 

  本動議のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副副議議長長（大森勝夫君） 異議なしと認めます。よって、議長の選挙は指名推選の方法

による旨の動議は可決されました。 

  それでは、お諮りします。 

  指名の方法については、ただいま動議を提出されました長島幸男議員から指名を願
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つついいてて  

議議案案第第２２号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合職職員員のの懲懲戒戒のの手手続続及及

びび効効果果にに関関すするる条条例例のの一一部部をを改改正正すするる条条例例ににつついいてて  

議議案案第第３３号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合一一般般職職のの任任期期付付職職員員

のの採採用用及及びび給給与与のの特特例例にに関関すするる条条例例のの一一部部をを改改正正すす

るる条条例例ににつついいてて  

議議案案第第４４号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合特特別別職職のの職職員員等等のの報報

酬酬及及びび費費用用弁弁償償等等にに関関すするる条条例例のの一一部部をを改改正正すするる条条

例例ににつついいてて  

議議案案第第５５号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合職職員員のの勤勤務務時時間間、、休休暇暇

等等にに関関すするる条条例例等等のの一一部部をを改改正正すするる条条例例ににつついいてて  

議議案案第第６６号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合職職員員のの育育児児休休業業等等にに関関

すするる条条例例のの一一部部をを改改正正すするる条条例例ににつついいてて  

議議案案第第７７号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合職職員員のの給給与与にに関関すするる条条

例例のの一一部部をを改改正正すするる条条例例ににつついいてて  

議議案案第第８８号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合後後期期高高齢齢者者医医療療にに関関すす

るる条条例例のの一一部部をを改改正正すするる条条例例ににつついいてて  

議議案案第第９９号号    令令和和８８年年度度茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合一一般般会会計計予予

算算  

議議案案第第1100号号    令令和和８８年年度度茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合後後期期高高齢齢者者

医医療療特特別別会会計計予予算算  

議議案案第第1111号号    令令和和７７年年度度茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合一一般般会会計計補補

正正予予算算（（第第２２号号））  

議議案案第第1122号号    令令和和７７年年度度茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合後後期期高高齢齢者者

医医療療特特別別会会計計補補正正予予算算（（第第２２号号））  

議議案案第第1133号号    包包括括外外部部監監査査契契約約のの締締結結ににつついいてて  

報報告告第第１１号号    専専決決処処分分のの報報告告及及びび承承認認をを求求めめるるここととににつついいてて（（訴訴訟訟

上上のの和和解解））  

 

○議議長長（袴塚孝雄君） 日程第５、議案第１号から議案第13号まで及び報告第１号につ

いて、以上14件を一括議題とさせていただきますが、その前に、ただいま14時44分、

18番池田芳範議員が出席をいたしましたので、御報告をさせていただきます。よろし

くお願いします。 
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  それでは、議案第１号から議案第13号まで及び報告第１号について、以上14件を一

括議題とさせていただきますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 御異議なし認め、よって、議案第１号から議案第13号まで及び

報告第１号について、以上14件を一括議題とすることに決しました。 

  それでは、ただいまの14件について、提出者から提案理由の説明を求めます。 

  広域連合長大谷明君、よろしくお願いします。 

〔広域連合長大谷明君登壇〕 

○広広域域連連合合長長（大谷明君） それでは、議案第１号から議案第13号まで及び報告第１号

の提案理由の説明をいたします。 

  議案第１号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の分限に関する手続及び効果に関

する条例の一部を改正する条例につきましては、派遣元の身分を併せ持つ一般任期付

職員について、市町村からの派遣職員と同様に、降任、免職、休職及び降級について、

派遣元の規定の適用を受ける旨を追加するものであります。 

  議案第２号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の懲戒の手続及び効果に関する条

例の一部を改正する条例につきましては、派遣元の身分を併せ持つ一般任期付職員に

ついては、市町村からの派遣職員と同様に、懲戒について、派遣元の規定の適用を受

ける旨を追加するものであります。 

  議案第３号 茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の

特例に関する条例の一部を改正する条例につきましては、令和７年８月７日の人事院

勧告に伴い、国家公務員の給与における改正法が公布されたことを踏まえ、国家公務

員に準拠し、給料表及び期末手当、勤勉手当の支給月数等を改めるものであります。 

  議案第４号 茨城県後期高齢者医療広域連合特別職の職員等の報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部を改正する条例につきましては、非常勤特別職の職員等の報酬等

について、近隣広域連合及び市町村の報酬額等を参考に報酬額等の変更を行うもので

あります。 

  議案第５号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例

等の一部を改正する条例につきましては、地方公務員の育児休業等に関する法律の一

部を改正する法律の公布に伴い、関連する条例の一部改正を行うものであります。 

  議案第６号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等に関する条例の一部

を改正する条例につきましては、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正

する法律の公布に伴い、部分休業に係る改正等に対応するため一部改正を行うもので

あります。 
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つついいてて  

議議案案第第２２号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合職職員員のの懲懲戒戒のの手手続続及及

びび効効果果にに関関すするる条条例例のの一一部部をを改改正正すするる条条例例ににつついいてて  

議議案案第第３３号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合一一般般職職のの任任期期付付職職員員

のの採採用用及及びび給給与与のの特特例例にに関関すするる条条例例のの一一部部をを改改正正すす

るる条条例例ににつついいてて  

議議案案第第４４号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合特特別別職職のの職職員員等等のの報報

酬酬及及びび費費用用弁弁償償等等にに関関すするる条条例例のの一一部部をを改改正正すするる条条

例例ににつついいてて  

議議案案第第５５号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合職職員員のの勤勤務務時時間間、、休休暇暇

等等にに関関すするる条条例例等等のの一一部部をを改改正正すするる条条例例ににつついいてて  

議議案案第第６６号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合職職員員のの育育児児休休業業等等にに関関

すするる条条例例のの一一部部をを改改正正すするる条条例例ににつついいてて  

議議案案第第７７号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合職職員員のの給給与与にに関関すするる条条

例例のの一一部部をを改改正正すするる条条例例ににつついいてて  

議議案案第第８８号号    茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合後後期期高高齢齢者者医医療療にに関関すす

るる条条例例のの一一部部をを改改正正すするる条条例例ににつついいてて  

議議案案第第９９号号    令令和和８８年年度度茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合一一般般会会計計予予

算算  

議議案案第第1100号号    令令和和８８年年度度茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合後後期期高高齢齢者者

医医療療特特別別会会計計予予算算  

議議案案第第1111号号    令令和和７７年年度度茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合一一般般会会計計補補

正正予予算算（（第第２２号号））  

議議案案第第1122号号    令令和和７７年年度度茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合後後期期高高齢齢者者

医医療療特特別別会会計計補補正正予予算算（（第第２２号号））  

議議案案第第1133号号    包包括括外外部部監監査査契契約約のの締締結結ににつついいてて  

報報告告第第１１号号    専専決決処処分分のの報報告告及及びび承承認認をを求求めめるるここととににつついいてて（（訴訴訟訟

上上のの和和解解））  

 

○議議長長（袴塚孝雄君） 日程第５、議案第１号から議案第13号まで及び報告第１号につ

いて、以上14件を一括議題とさせていただきますが、その前に、ただいま14時44分、

18番池田芳範議員が出席をいたしましたので、御報告をさせていただきます。よろし

くお願いします。 
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  議案第７号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例につきましては、令和７年８月７日の人事院勧告に伴い、国家公務員の給与

における改正法が公布されたことを踏まえ、国家公務員に準拠し、期末手当、勤勉手

当の支給月数等を改めるものであります。 

  議案第８号 茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を

改正する条例につきましては、高齢者の医療の確保に関する法律第104条第２項及び

高齢者の医療の確保に関する法律施行令第18条の規定により、令和８年度及び令和９

年度の後期高齢者医療制度の保険料率を定めるなど所要の改正を行うものでありま

す。 

  議案第９号 令和８年度茨城県後期高齢者医療広域連合一般会計予算につきまして

は、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ14億1,846万円と定めるものであり、前

年度当初予算と比較して7.8％、１億284万4,000円の増額となります。 

  議案第10号 令和８年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予

算につきましては、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ4,140億6,076万5,000円

と定めるものであり、前年度当初予算と比較して3.7％、147億1,036万9,000円の増額

となります。 

  議案第11号 令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第２号）

につきましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ86万円を削減し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ11億1,627万9,000円とするものであります。 

  議案第12号 令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）につきましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2,028

万1,000円を削減し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ4,077億3,496万5,000円

とするものであります。 

  議案第13号 包括外部監査契約の締結につきましては、次年度も今年度同様、包括

外部監査契約を締結し、外部の専門的な知識を有する第三者による監査を受けること

により、事務処理体制の向上や正確性、信頼性を確保することを目的とするものであ

ります。 

  報告第１号 専決処分の報告及び承認を求めることにつきましては、地方自治法の

規定に基づき、第三者行為による損害賠償請求訴訟の和解をすることについて専決処

分をしましたので、その御報告と承認を求めるものであります。 

  以上で提案理由の説明を終わります。御審議の上、原案に御賛同賜りますようお願

い申し上げます。 

○議議長長（袴塚孝雄君） ありがとうございました。 
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  議案第７号 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例につきましては、令和７年８月７日の人事院勧告に伴い、国家公務員の給与

における改正法が公布されたことを踏まえ、国家公務員に準拠し、期末手当、勤勉手

当の支給月数等を改めるものであります。 

  議案第８号 茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を

改正する条例につきましては、高齢者の医療の確保に関する法律第104条第２項及び

高齢者の医療の確保に関する法律施行令第18条の規定により、令和８年度及び令和９

年度の後期高齢者医療制度の保険料率を定めるなど所要の改正を行うものでありま

す。 

  議案第９号 令和８年度茨城県後期高齢者医療広域連合一般会計予算につきまして

は、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ14億1,846万円と定めるものであり、前

年度当初予算と比較して7.8％、１億284万4,000円の増額となります。 

  議案第10号 令和８年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予

算につきましては、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ4,140億6,076万5,000円

と定めるものであり、前年度当初予算と比較して3.7％、147億1,036万9,000円の増額

となります。 

  議案第11号 令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第２号）

につきましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ86万円を削減し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ11億1,627万9,000円とするものであります。 

  議案第12号 令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）につきましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2,028

万1,000円を削減し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ4,077億3,496万5,000円

とするものであります。 

  議案第13号 包括外部監査契約の締結につきましては、次年度も今年度同様、包括

外部監査契約を締結し、外部の専門的な知識を有する第三者による監査を受けること

により、事務処理体制の向上や正確性、信頼性を確保することを目的とするものであ

ります。 

  報告第１号 専決処分の報告及び承認を求めることにつきましては、地方自治法の

規定に基づき、第三者行為による損害賠償請求訴訟の和解をすることについて専決処

分をしましたので、その御報告と承認を求めるものであります。 

  以上で提案理由の説明を終わります。御審議の上、原案に御賛同賜りますようお願

い申し上げます。 

○議議長長（袴塚孝雄君） ありがとうございました。 
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  以上で14件の提案理由の説明を終了いたします。 

  ──────────────────────―――――――――――――   

   日日程程第第６６  上上程程議議案案等等にに対対すするる質質疑疑  

 

○議議長長（袴塚孝雄君） 日程第６でございます。上程議案等に対する質疑を行います。 

  ただいまのところ、通告はございません。 

  これで上程議案に対する質疑を終結させていただきます。 

  ──────────────────────―――――――――――――   

   日日程程第第７７  一一般般質質問問  

 

○議議長長（袴塚孝雄君） 日程第７でございますが、一般質問を行わせていただきます。 

  今のところ通告がございませんので、一般質問を終結させていただきます。 

  ──────────────────────―――――――――――――   

   日日程程第第８８  上上程程議議案案等等にに対対すするる討討論論及及びび表表決決ににつついいてて  

 

○議議長長（袴塚孝雄君） 次に、討論、表決に入ります。 

  日程第８、議案第１号から議案第13号まで及び報告第１号、以上14件の上程議案等

に対する討論及び表決を行いたいと思いますが、これより討論に入ります。 

  ただいまのところ、討論の通知がございませんので、これを終結させていただきま

す。 

  これより議案第１号を採決させていただきます。 

  お諮りいたします。 

  議案第１号は、原案のとおり可決することに賛成する方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第１号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第２号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第２号は、原案のとおり可決することに賛成する方の御起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第２号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第３号を採決させていただきます。 
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  お諮りいたします。 

  議案第３号は、原案のとおり可決することに賛成する方の御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第３号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第４号を採決させていただきます。 

  議案第４号は、原案のとおり可決することに賛成の方は御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第４号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第５号を採決させていただきます。 

  議案第５号は、原案のとおり可決することに賛成する方の御起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第５号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第６号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第６号は、原案のとおり可決することに賛成の方は御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第６号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  続いて、議案第７号の採決を行わせていただきます。 

  議案第７号は、原案のとおり可決することに賛成の方は御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第７号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第８号を採決させていただきます。 

  議案第８号は、原案のとおり可決することに賛成の方の御起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第８号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第９号を採決させていただきます。 

  議案第９号は、原案のとおり可決することに賛成の方の御起立を求めます。 
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〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第９号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第10号を採決させていただきます。 

  お諮りいたします。 

  議案第10号は、原案のとおり可決することに賛成の方は御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第10号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第11号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第11号は、原案のとおり可決することに賛成の方は御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第11号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第12号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第12号は、原案のとおり可決することに賛成の方の御起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第12号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより最後の議案であります議案第13号の採決を行わせていただきます。 

  議案第13号は、原案のとおり可決することに賛成の方の御起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第13号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  それでは、これより報告第１号の採決に移ります。 

  お諮りいたします。 

  報告第１号は、原案のとおり承認することに賛成の方の御起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、報告第１号は原案のとおり承認

することに決しました。 

  ──────────────────────―――――――――――――   
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  お諮りいたします。 

  議案第３号は、原案のとおり可決することに賛成する方の御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第３号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第４号を採決させていただきます。 

  議案第４号は、原案のとおり可決することに賛成の方は御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第４号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第５号を採決させていただきます。 

  議案第５号は、原案のとおり可決することに賛成する方の御起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第５号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第６号を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第６号は、原案のとおり可決することに賛成の方は御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第６号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  続いて、議案第７号の採決を行わせていただきます。 

  議案第７号は、原案のとおり可決することに賛成の方は御起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第７号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第８号を採決させていただきます。 

  議案第８号は、原案のとおり可決することに賛成の方の御起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 総員起立であります。よって、議案第８号は原案のとおり可決

することに決しました。 

  これより議案第９号を採決させていただきます。 

  議案第９号は、原案のとおり可決することに賛成の方の御起立を求めます。 
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   日日程程第第９９  議議員員提提出出議議案案第第１１号号  茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合議議会会議議員員のの議議

員員報報酬酬等等にに関関すするる条条例例のの一一部部をを改改正正すするる条条例例

ににつついいてて  

 

○議議長長（袴塚孝雄君） 日程第９であります。議員提出議案についてでございます。 

  日程第９でありますが、議員提出議案第１号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会

議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とさせていた

だきます。 

  これより議会事務局職員に印刷物を配付させますので、少々時間を頂きたいと思い

ます。それでは、お願いします。 

〔資料配付〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 配付をさせていただきましたが、配付漏れはございませんでし

ょうか。皆さんのところに届いていますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） ありがとうございます。 

  それでは、提出者を代表いたしまして、黒田健祐議員から説明を願いたいと思いま

す。それでは、よろしくお願いします。 

  16番黒田健祐君。 

〔16 番黒田健祐君登壇〕 

○１１６６番番（黒田健祐君） それでは説明させていただきます。 

  恐れ入りますが、議案書第２分冊の１ページを御覧ください。 

  提案理由は、議員報酬等の額について、近隣広域連合及び自治体における委員報酬

等を参考に見直しを行い、報酬等の額の改正を行うものであります。 

  改正内容でありますが、議員報酬につきまして一律日額 2,500 円だったものを議長

日額 9,000 円、副議長日額 8,500 円、議員日額 8,000 円に改正し、費用弁償につきま

しても、茨城県後期高齢者医療広域連合職員等の旅費に関する条例に規定する１キロ

メートル当たりの交通費の額を参酌し、現行の５区分から、水戸市役所と各市町村の

庁舎との距離に応じて８区分に見直した額に改正するものであります。 

  以上で説明を終わります。議員各位の慎重なる御審議をいただき、御賛同いただき

ますようお願い申し上げます。 

○議議長長（袴塚孝雄君） ありがとうございました。 

  ただいま黒田議員からの提案理由の説明を終わらせていただきました。 

  本案に対する質疑及び討論の通告はございません。 
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  直ちに採決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 御異議なしと認め、採決をさせていただくことにします。 

  本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 御異議なしと認め、よって、本案は原案のとおり可決すること

に決しました。 

  ──────────────────────―――――――――――――   

   日日程程第第１１００  閉閉会会中中所所管管事事務務調調査査ににつついいてて  

 

○議議長長（袴塚孝雄君） 次に、日程第10、閉会中所管事務調査についてを議題とさせて

いただきます。 

  本件につきましては、お手元に配付してあります印刷物のとおり、議会運営委員会

から閉会中所管事務調査の申出があったものでございます。 

  お諮りいたします。 

  本件は、議会運営委員会からの申出のとおり決定することにいたしたいと思います

が、これに御異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 御異議なしと認め、さよう決しました。 

  ──────────────────────────―――――――――   

   閉閉会会宣宣告告  

 

○議議長長（袴塚孝雄君） それでは、以上をもちまして今期定例会に付議されました案件

は全て終了いたしました。皆さん方、何も御意見ございませんですよね。 

  ないようでございますので、よって、令和８年第１回茨城県後期高齢者医療広域連

合議会定例会を閉会させていただきます。御審議ありがとうございました。 

午後３時０４分閉会 
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   日日程程第第９９  議議員員提提出出議議案案第第１１号号  茨茨城城県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合議議会会議議員員のの議議

員員報報酬酬等等にに関関すするる条条例例のの一一部部をを改改正正すするる条条例例

ににつついいてて  

 

○議議長長（袴塚孝雄君） 日程第９であります。議員提出議案についてでございます。 

  日程第９でありますが、議員提出議案第１号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会

議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とさせていた

だきます。 

  これより議会事務局職員に印刷物を配付させますので、少々時間を頂きたいと思い

ます。それでは、お願いします。 

〔資料配付〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） 配付をさせていただきましたが、配付漏れはございませんでし

ょうか。皆さんのところに届いていますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議議長長（袴塚孝雄君） ありがとうございます。 

  それでは、提出者を代表いたしまして、黒田健祐議員から説明を願いたいと思いま

す。それでは、よろしくお願いします。 

  16番黒田健祐君。 

〔16 番黒田健祐君登壇〕 

○１１６６番番（黒田健祐君） それでは説明させていただきます。 

  恐れ入りますが、議案書第２分冊の１ページを御覧ください。 

  提案理由は、議員報酬等の額について、近隣広域連合及び自治体における委員報酬

等を参考に見直しを行い、報酬等の額の改正を行うものであります。 

  改正内容でありますが、議員報酬につきまして一律日額 2,500 円だったものを議長

日額 9,000 円、副議長日額 8,500 円、議員日額 8,000 円に改正し、費用弁償につきま

しても、茨城県後期高齢者医療広域連合職員等の旅費に関する条例に規定する１キロ

メートル当たりの交通費の額を参酌し、現行の５区分から、水戸市役所と各市町村の

庁舎との距離に応じて８区分に見直した額に改正するものであります。 

  以上で説明を終わります。議員各位の慎重なる御審議をいただき、御賛同いただき

ますようお願い申し上げます。 

○議議長長（袴塚孝雄君） ありがとうございました。 

  ただいま黒田議員からの提案理由の説明を終わらせていただきました。 

  本案に対する質疑及び討論の通告はございません。 
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 地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

議 長 

 

 

３ 番 

 

 

５ 番 
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袴塚　孝雄 

矢口　勝雄 

村上　泰道 
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議案等審議結果一覧表 

 

 

   広域連合長提出のもの 

議案番号 件        名 
上程年月日 

議決結果 
議決年月日 

議案第１号 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の分限に関す

る手続及び効果に関する条例の一部を改正する条

例について 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第２号 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の懲戒の手続

及び効果に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第３号 

茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職

員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改

正する条例について 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第４号 

茨城県後期高齢者医療広域連合特別職の職員等の

報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例について 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第５号 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、

休暇等に関する条例等の一部を改正する条例につ

いて 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第６号 
茨城県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等

に関する条例の一部を改正する条例について 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第７号 
茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例について 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第８号 
茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に

関する条例の一部を改正する条例について 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第９号 
令和８年度茨城県後期高齢者医療広域連合一般会

計予算 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 
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議案番号 件        名 
上程年月日 

議決結果 
議決年月日 

議案第10号 
令和８年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高

齢者医療特別会計予算 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第11号 
令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合一般会

計補正予算（第２号） 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第12号 
令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高

齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第13号 包括外部監査契約の締結について 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

報告第１号 
専決処分の報告及び承認を求めることについて

（訴訟上の和解） 

R８.２.25 

承認 

R８.２.25 

 

 

   議員提出のもの 

議案番号 件        名 
上程年月日 

議決結果 
議決年月日 

議員提出 
議案第１号 

茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の議員報

酬等に関する条例の一部を改正する条例について 

R８.２.25 
原案可決 

R８.２.25 
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議案番号 件        名 
上程年月日 

議決結果 
議決年月日 

議案第10号 
令和８年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高

齢者医療特別会計予算 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第11号 
令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合一般会

計補正予算（第２号） 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第12号 
令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高

齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

議案第13号 包括外部監査契約の締結について 

R８.２.25 

原案可決 

R８.２.25 

報告第１号 
専決処分の報告及び承認を求めることについて

（訴訟上の和解） 

R８.２.25 

承認 

R８.２.25 

 

 

   議員提出のもの 

議案番号 件        名 
上程年月日 

議決結果 
議決年月日 

議員提出 
議案第１号 

茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の議員報

酬等に関する条例の一部を改正する条例について 

R８.２.25 
原案可決 

R８.２.25 
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上上  程程  議議  案案  等等  
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 





 

議案第１号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の分限に関する手続及び効果に関する条

例の一部を改正する条例について 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の

一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 

令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

派遣元の身分を併せ持つ一般任期付職員について、市町村からの派遣職員と同様

に、降任、免職、休職及び降給について派遣元の規定の適用を受ける旨を追加する

ため、この条例案を提出するものである。 
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茨城県後期高齢者医療広域連合職員の分限に関する手続及び効果に関 

する条例の一部を改正する条例 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の分限に関する手続及び効果に関する条例

（令和２年条例第３号）の一部を次のように改正する。 

第７条中「（以下「派遣元」という。）」を削り、「から派遣される職員」の次

に「及び茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の特例

に関する条例（令和７年条例第１号）第７条第４項の規定の適用を受ける職員」を

加え、「派遣元」を「当該職員を派遣した地方公共団体等」に改める。 

附 則 

この条例は、令和８年４月１日から施行する。 
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議案第２号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一

部を改正する条例について 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を

改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 

令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

派遣元の身分を併せ持つ一般任期付職員については、市町村からの派遣職員と

同様に、懲戒について派遣元の規定の適用を受ける旨を追加するため、この条例

案を提出するものである。 
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茨城県後期高齢者医療広域連合職員の分限に関する手続及び効果に関 

する条例の一部を改正する条例 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の分限に関する手続及び効果に関する条例

（令和２年条例第３号）の一部を次のように改正する。 

第７条中「（以下「派遣元」という。）」を削り、「から派遣される職員」の次

に「及び茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の特例

に関する条例（令和７年条例第１号）第７条第４項の規定の適用を受ける職員」を

加え、「派遣元」を「当該職員を派遣した地方公共団体等」に改める。 

附 則 

この条例は、令和８年４月１日から施行する。 
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茨城県後期高齢者医療広域連合職員の懲戒の手続及び効果に関する条 

例の一部を改正する条例 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の懲戒の手続及び効果に関する条例（令和２

年条例第４号）の一部を次のように改正する。 

第５条中「（以下「派遣元」という。）」を削り、「から派遣される職員」の次

に「及び茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の特例

に関する条例（令和７年条例第１号）第７条第４項の規定の適用を受ける職員」を

加え、「派遣元」を「当該職員を派遣した地方公共団体等」に改める。 

附 則 

この条例は、令和８年４月１日から施行する。 
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議案第３号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に

関する条例の一部を改正する条例について 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関す

る条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 

令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

令和７年８月７日の人事院勧告に伴い国家公務員の給与における改正法が交付さ

れたことを踏まえ、国家公務員に準拠し、給料表及び期末手当、勤勉手当の支給月

数等を改めるため、この条例案を提出するものである。 
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茨城県後期高齢者医療広域連合職員の懲戒の手続及び効果に関する条 

例の一部を改正する条例 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の懲戒の手続及び効果に関する条例（令和２

年条例第４号）の一部を次のように改正する。 

第５条中「（以下「派遣元」という。）」を削り、「から派遣される職員」の次

に「及び茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の特例

に関する条例（令和７年条例第１号）第７条第４項の規定の適用を受ける職員」を

加え、「派遣元」を「当該職員を派遣した地方公共団体等」に改める。 

附 則 

この条例は、令和８年４月１日から施行する。 
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茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の 

特例に関する条例の一部を改正する条例 

 

第１条 茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の特例

に関する条例（令和７年条例第１号）の一部を次のように改正する。 

第７条第１項の表を次のように改める。 

第８条第２項中「第３条第２項」を「第３条第１項」に改め、「100分の95」

と」の次に「、「100分の127.5」とあるのは「100分の97.5」と」を加え、「100分

の77.5」と」を「100分の87.5」と、「100分の107.5」とあるのは「100分の90」

と」に改める。 

第２条 茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の特例

に関する条例の一部を次のように改正する。 

第８条第２項中「100分の125」を「100分の126.25」に、「100分の95」と、

「100分の127.5」とあるのは「100分の97.5」と」を「100分の96.25」と」に、

「100分の105」を「100分の106.25」に、「100分の87.5」と、「100分の107.5」と

あるのは「100分の90」と」を「100分の88.75」と」に改める。 

附 則 

（施行期日等） 

号給 給料月額 

１ 405,000円 

２ 455,000円 

３ 508,000円 

４ 574,000円 

５ 655,000円 

６ 765,000円 

７ 893,000円 
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１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は令和８年４月1 

日から施行する。 

２ 第１条の規定による改正後の茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職

員の採用及び給与の特例に関する条例（以下「改正後の任期付職員条例」とい

う。）の規程は、令和７年４月１日から適用する。 

（給与の内払） 

３ 改正後の任期付職員条例の規定を適用する場合には、第１条の規定による改正

前の茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に

関する条例の規定に基づいて支給された給与は、改正後の任期付職員条例の規定

による給与の内払とみなす。 

４ 前項に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定め

る。 

―29―

 

茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の 

特例に関する条例の一部を改正する条例 

 

第１条 茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の特例

に関する条例（令和７年条例第１号）の一部を次のように改正する。 

第７条第１項の表を次のように改める。 

第８条第２項中「第３条第２項」を「第３条第１項」に改め、「100分の95」

と」の次に「、「100分の127.5」とあるのは「100分の97.5」と」を加え、「100分

の77.5」と」を「100分の87.5」と、「100分の107.5」とあるのは「100分の90」

と」に改める。 

第２条 茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付職員の採用及び給与の特例

に関する条例の一部を次のように改正する。 

第８条第２項中「100分の125」を「100分の126.25」に、「100分の95」と、

「100分の127.5」とあるのは「100分の97.5」と」を「100分の96.25」と」に、

「100分の105」を「100分の106.25」に、「100分の87.5」と、「100分の107.5」と

あるのは「100分の90」と」を「100分の88.75」と」に改める。 

附 則 

（施行期日等） 

号給 給料月額 

１ 405,000円 

２ 455,000円 

３ 508,000円 

４ 574,000円 

５ 655,000円 

６ 765,000円 

７ 893,000円 
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議案第４号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合特別職の職員等の報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例について 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合特別職の職員等の報酬及び費用弁償等に関する条

例（平成 19年条例第９号）の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 

令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

特別職の職員等に支給する報酬の額等の見直しに伴い所要の改正を行うため、こ

の条例案を提出するものである。  
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茨城県後期高齢者医療広域連合特別職の職員等の報酬及び費用弁償等 

に関する条例の一部を改正する条例 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合特別職の職員等の報酬及び費用弁償等に関する条

例（平成19年条例第９号）の一部を次のように改正する。 

第１条中「第203条の２第４項」を「第203条の２第５項」に改める。 

第６条第１項中「車賃、日当宿泊料」を「その他の交通費、宿泊費、包括宿泊費

及び宿泊手当」に改める。 

第６条第２項中「別表に定める額」を「茨城県後期高齢者医療広域連合職員等の

旅費に関する条例（平成19年条例第10号）の規定の例により算出して得た額」に改

める。 

別表を次のように改める。 

別表（第３条関係） 

区  分 報 酬 額 

広域連合長 年額 60,000円 

副広域連合長 年額 48,000円 

選挙管理委員会の委員 日額 8,000円 

監査 
委員 

議会の議員のうちから選任された委員 日額 8,000円 

識見を有する者から選任された委員 日額 8,000円 

公平委員会の委員 日額 8,000円 

附属機関の委員等 日額 8,000円 

非常勤職員 
予算の範囲内において広域
連合長が別に定める額 

 

附 則 

（施行期日） 

この条例は、令和８年４月１日から施行する。 
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議案第４号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合特別職の職員等の報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例について 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合特別職の職員等の報酬及び費用弁償等に関する条

例（平成 19年条例第９号）の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 

令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

特別職の職員等に支給する報酬の額等の見直しに伴い所要の改正を行うため、こ

の条例案を提出するものである。  
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議案第５号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一

部を改正する条例について 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部

を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 

令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

根拠法令等の改正に伴い所要の改正を行うため、この条例案を提出するもので

ある。 
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茨城県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例等 

の一部を改正する条例 

 

（茨城県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正） 

第１条 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平

成19年条例第８号）の一部を次のように改正する。 

第15条第１項中「第19条の２」を「第16条の３」に改める。 

第16条の次に次の３条を加える。 

（妊娠、出産等についての申出をした職員等に対する意向確認等） 

第16条の２ 任命権者は、茨城県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等に 

関する条例（令和２年条例第５号）第21条第１項の措置を講ずるに当たって 

は、同条の規定による申出をした職員（以下この項において「申出職員」と 

いう。）に対して、次に掲げる措置を講じなければならない。 

(1) 申出職員の仕事と育児との両立に資する制度又は措置（次号において

「出生時両立支援制度等」という。）その他の事項を知らせるための措置 

(2) 出生時両立支援制度等の請求、申告又は申出（以下「請求等」という。） 

に係る申出職員の意向を確認するための措置  

(3) 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等に関する条例第 21 条

第１項の規定による申出に係る子の心身の状況又は育児に関する申出職員

の家庭の状況に起因して当該子の出生の日以後に発生し、又は発生するこ

とが予想される職業生活と家庭生活との両立の支障となる事情の改善に資

する事項に係る申出職員の意向を確認するための措置 

２ 任命権者は、３歳に満たない子を養育する職員（以下この項において「対 

象職員」という。）に対して、規則で定める期間内に、次に掲げる措置を講 

じなければならない。  

(1) 対象職員の仕事と育児との両立に資する制度又は措置（次号において
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議案第５号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一

部を改正する条例について 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部

を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 

令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

根拠法令等の改正に伴い所要の改正を行うため、この条例案を提出するもので

ある。 
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「育児期両立支援制度等」という。）その他の事項を知らせるための措置  

(2) 育児期両立支援制度等の請求等に係る対象職員の意向を確認するための

措置  

(3) 対象職員の３歳に満たない子の心身の状況又は育児に関する対象職員の

家庭の状況に起因して発生し、又は発生することが予想される職業生活と

家庭生活との両立の支障となる事情の改善に資する事項に係る対象職員の

意向を確認するための措置  

３ 任命権者は、第１項第３号又は前項第３号の規定により意向を確認した事

項の取扱いに当たっては、当該意向に配慮しなければならない。 

（配偶者等が介護を必要とする状況に至った職員等に対する意向確認等） 

第16条の３ 任命権者は、職員が配偶者等が当該職員の介護を必要とする状況

に至ったことを申し出たときは、当該職員に対して、仕事と介護との両立に

資する制度又は措置（以下この条及び次条において「介護両立支援制度等」

という。）その他の事項を知らせるとともに、介護両立支援制度等の請求等

に係る当該職員の意向を確認するための面談その他の措置を講じなければな

らない。 

２ 任命権者は、職員に対して、当該職員が40歳に達した日の属する年度（４

月１日から翌年の３月31日までをいう。）において、前項に規定する事項を

知らせなければならない。 

（勤務環境の整備に関する措置） 

第16条の４ 任命権者は、介護両立支援制度等の請求等が円滑に行われるよう

にするため、次に掲げる措置を講じなければならない。 

(1) 職員に対する介護両立支援制度等に係る研修の実施 

(2) 介護両立支援制度等に関する相談体制の整備 

(3) その他介護両立支援制度等に係る勤務環境の整備に関する措置 

第17条見出し中「派遣職員」を「派遣職員等」に改め、同条中「（以下「派遣
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職員」という。）」を「及び茨城県後期高齢者医療広域連合一般職の任期付

職員の採用及び給与の特例に関する条例（令和７年条例第１号）第７条第４

項の規定の適用を受ける職員（以下「派遣職員等」という。）」に改め、

「地方公共団体の職員」を「地方公共団体等の職員」に改める。 

第19条の２及び第19条の３を削る。 

（茨城県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例（平成29年条例第１号）の一部改正） 

第２条 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一

部を改正する条例（平成29年条例第１号）の一部を次のように改正する。 

附則第２項中「第７条第１項」を「第８条の２第１項」に改める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和８年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の

日から施行する。 

（経過措置） 

２ 任命権者は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前においても、

この条例による改正後の職員の勤務時間、休暇等に関する条例第16条の２第２項

の規定の例により、同項各号に掲げる措置を講ずることができる。この場合にお

いて、その講じられた措置は、施行日以後は、同項の規定により講じられたもの

とみなす。 
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「育児期両立支援制度等」という。）その他の事項を知らせるための措置  

(2) 育児期両立支援制度等の請求等に係る対象職員の意向を確認するための

措置  

(3) 対象職員の３歳に満たない子の心身の状況又は育児に関する対象職員の

家庭の状況に起因して発生し、又は発生することが予想される職業生活と

家庭生活との両立の支障となる事情の改善に資する事項に係る対象職員の

意向を確認するための措置  

３ 任命権者は、第１項第３号又は前項第３号の規定により意向を確認した事

項の取扱いに当たっては、当該意向に配慮しなければならない。 

（配偶者等が介護を必要とする状況に至った職員等に対する意向確認等） 

第16条の３ 任命権者は、職員が配偶者等が当該職員の介護を必要とする状況

に至ったことを申し出たときは、当該職員に対して、仕事と介護との両立に

資する制度又は措置（以下この条及び次条において「介護両立支援制度等」

という。）その他の事項を知らせるとともに、介護両立支援制度等の請求等

に係る当該職員の意向を確認するための面談その他の措置を講じなければな

らない。 

２ 任命権者は、職員に対して、当該職員が40歳に達した日の属する年度（４

月１日から翌年の３月31日までをいう。）において、前項に規定する事項を

知らせなければならない。 

（勤務環境の整備に関する措置） 

第16条の４ 任命権者は、介護両立支援制度等の請求等が円滑に行われるよう

にするため、次に掲げる措置を講じなければならない。 

(1) 職員に対する介護両立支援制度等に係る研修の実施 

(2) 介護両立支援制度等に関する相談体制の整備 

(3) その他介護両立支援制度等に係る勤務環境の整備に関する措置 

第17条見出し中「派遣職員」を「派遣職員等」に改め、同条中「（以下「派遣
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議案第６号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例について 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例を別紙のとおり制定する。 

 

令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

根拠法令等の改正に伴い所要の改正を行うため、この条例案を提出するものであ

る。 
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茨城県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等に関する条例の一部 

を改正する条例 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等に関する条例（令和２年条例第

５号）の一部を次のように改正する。 

 第１条中「及び第２項」を「から第３項まで及び第５項」に改める。 

第10条第２号及び第５号中「第14条」を「第13条」に改める。 

第11条中「第５条」を「第４条第１項」に改める。 

第17条第２号中「及び勤務日ごとの勤務時間」を削る。 

第18条見出し中「部分休業」を「第１号部分休業」に改め、同条第１項中「部分

休業（育児休業法第19条第１項に規定する部分休業をいう。以下同じ。）の承認

は、勤務時間条例第２条第１項に規定する正規の勤務時間（会計年度任用職員にあ

っては、当該会計年度任用職員について定められた勤務時間）の始め又は終わりに

おいて」を「育児休業法第19条第２項第１号に掲げる範囲内で請求する同条第１項

に規定する部分休業（以下「第１号部分休業」という。）の承認は」に改め、同条

第２項及び第３項中「部分休業」を「第１号部分休業」に改める。 

第18条の次に次の４条を加える。 

（第２号部分休業の承認） 

 第18条の２ 育児休業法第19条第２項第２号に掲げる範囲内で請求する同条第１

項に規定する部分休業（以下「第２号部分休業」という。）の承認は、１時間

を単位として行うものとする。ただし、次の各号に掲げる場合にあっては、そ

れぞれ当該各号に定める時間数の第２号部分休業を承認することができる。 

(1) １回の勤務に係る日ごとの勤務時間に分を単位とした時間がある場合で

あって、当該勤務時間の全てについて承認の請求があったとき 当該勤務時

間の時間数 

(2) 第２号部分休業の残時間数に１時間未満の端数がある場合であって、当
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議案第６号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例について 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例を別紙のとおり制定する。 

 

令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

根拠法令等の改正に伴い所要の改正を行うため、この条例案を提出するものであ

る。 
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該残時間数の全てについて承認の請求があったとき 当該残時間数 

（育児休業法第 19条第２項の条例で定める１年の期間） 

第18条の３ 育児休業法第19条第２項の条例で定める１年の期間は、毎年４ 

月１日から翌年３月 31日までとする。 

（育児休業法第 19条第２項第２号の人事院規則で定める時間を基準として 

条例で定める時間） 

第18条の４ 育児休業法第19条第２項第２号の人事院規則で定める時間を基準

として条例で定める時間は、次の各号に掲げる職員の区分に応じ、当該各号に

定める時間とする。 

(1) 会計年度任用職員以外の職員 77時間 30分 

(2) 会計年度任用職員 当該会計年度任用職員の勤務日１日当たりの勤務時

間数に 10を乗じて得た時間 

（育児休業法第 19条第３項の条例で定める特別の事情） 

第18条の５ 育児休業法第19条第３項の条例で定める特別の事情は、配偶者が負

傷又は疾病により入院したこと、配偶者と別居したことその他の同条第２項の

規定による申出時に予測することができなかった事実が生じたことにより同条

第３項の規定による変更（以下「第３項変更」という。）をしなければ同項の

職員の小学校就学の始期に達するまでの子の養育に著しい支障が生じると任命

権者が認める事情とする。 

第19条第１項、第２項及び第３項中「部分休業」を「育児休業法第19条第１項 

に規定する部分休業」に改め、同条第４項中「第26条」を「第27条」に、「第25

条」を「第26条」に改める。 

第20条を次のように改める。 

（部分休業の承認の取消事由） 

第20条 育児休業法第19条第６項において準用する育児休業法第５条第２項の条

例で定める事由は、職員が第３項変更をしたときとする。 
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附 則 

この条例は、令和８年４月１日から施行する。 
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該残時間数の全てについて承認の請求があったとき 当該残時間数 

（育児休業法第 19条第２項の条例で定める１年の期間） 

第18条の３ 育児休業法第19条第２項の条例で定める１年の期間は、毎年４ 

月１日から翌年３月 31日までとする。 

（育児休業法第 19条第２項第２号の人事院規則で定める時間を基準として 

条例で定める時間） 

第18条の４ 育児休業法第19条第２項第２号の人事院規則で定める時間を基準

として条例で定める時間は、次の各号に掲げる職員の区分に応じ、当該各号に

定める時間とする。 

(1) 会計年度任用職員以外の職員 77時間 30分 

(2) 会計年度任用職員 当該会計年度任用職員の勤務日１日当たりの勤務時

間数に 10を乗じて得た時間 

（育児休業法第 19条第３項の条例で定める特別の事情） 

第18条の５ 育児休業法第19条第３項の条例で定める特別の事情は、配偶者が負

傷又は疾病により入院したこと、配偶者と別居したことその他の同条第２項の

規定による申出時に予測することができなかった事実が生じたことにより同条

第３項の規定による変更（以下「第３項変更」という。）をしなければ同項の

職員の小学校就学の始期に達するまでの子の養育に著しい支障が生じると任命

権者が認める事情とする。 

第19条第１項、第２項及び第３項中「部分休業」を「育児休業法第19条第１項 

に規定する部分休業」に改め、同条第４項中「第26条」を「第27条」に、「第25

条」を「第26条」に改める。 

第20条を次のように改める。 

（部分休業の承認の取消事由） 

第20条 育児休業法第19条第６項において準用する育児休業法第５条第２項の条

例で定める事由は、職員が第３項変更をしたときとする。 
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議案第７号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例について 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を

別紙のとおり制定する。 

 

令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

令和７年８月７日の人事院勧告に伴い国家公務員の給与における改正法が交付さ

れたことを踏まえ、国家公務員に準拠し期末手当、勤勉手当の支給月数等を改める

とともに、その他所要の改正を行うため、この条例案を提出するものである。 
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茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正 

する条例 

 

（茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部改正） 

第１条 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例（令和７年条例第 

２号）の一部を次のように改正する。 

 第15条第２項第２号コ中「28,200円」を「29,100円」に、同号サ中「29,400

円」を「32,300円」に、同号シ中「30,600円」を「35,500円」に、同号ス中

「31,800円」を「38,700円」に改める。 

 第25条第１項中「第29条第７項」を「第28条第７項」に改め、同条第２項中

「期末手当基礎額に」の次に「、６月に支給する場合には」を、「100分の125」

の次に「、12月に支給する場合には100分の127.5」を、「あっては、」の次に「６

月に支給する場合には」を、「100分の105」の次に「、12月に支給する場合には

100分の107.5」を加え、同条第３項中「100分の70」と」の次に「、「100分の

127.5」とあるのは「100分の72.5」と」を、「100分の60」と」の次に「、「100分

の107.5」とあるのは「100分の62.5」と」を加える。 

 第25条の３第１項第１号中「第３項」を「第５項」に改める。 

 第26条第２項第１号中「加算した額に」の次に「、６月に支給する場合には」

を、「100分の125）」の次に「、12月に支給する場合には100分の107.5（特定幹部

職員にあっては100分の127.5）」を加え、同項第２号中「勤勉手当基礎額に」の

次に「、６月に支給する場合には」を、「100分の60）」の次に「、12月に支給す

る場合には100分の52.5（特定幹部職員にあっては100分の62.5）」を加える。 

第２条 茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部を次のよう

に改正する。 

 第25条第２項中「、６月に支給する場合には100分の125、12月に支給する場合

には100分の127.5」を「100分の126.25」に、「６月に支給する場合には100分の
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議案第７号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例について 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を

別紙のとおり制定する。 

 

令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

令和７年８月７日の人事院勧告に伴い国家公務員の給与における改正法が交付さ

れたことを踏まえ、国家公務員に準拠し期末手当、勤勉手当の支給月数等を改める

とともに、その他所要の改正を行うため、この条例案を提出するものである。 
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105、12月に支給する場合には100分の107.5」を「100分の106.25」に改め、同条

第３項中「100分の125」を「100分の126.25」に、「100分の70」を「100分の

71.25」に、「100分の127.5」を「100分の106.25」に、「100分の72.5」を「100分

の61.25」に改め、「、「100分の105」とあるのは「100分の60」と、「100分の

107.5」とあるのは「100分の62.5」と」を削る。 

 第26条第２項第１号中「、６月に支給する場合には100分の105」を「100分の

106.25」に、「100分の125」を「100分の126.25」に改め、「、12月に支給する場

合には100分の107.5（特定幹部職員にあっては100分の127.5）」を削り、同項第

２号中「、６月に支給する場合には100分の50」を「100分の51.25」に、「100分

の60」を「100分の61.25」に改め、「、12月に支給する場合には100分の52.5（特

定幹部職員にあっては100分の62.5）」を削る。 

附 則 

 （施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、令和８年４月

１日から施行する。 

２ 第１条の規定による改正後の茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関す

る条例（以下「改正後の給与条例」という。）の規定は、令和７年４月１日から

適用する。 

 （給与の内払） 

３ 改正後の給与条例の規定を適用する場合には、第１条の規定による改正前の茨

城県後期高齢者医療広域連合職員の給与条例の規定に基づいて支給された給与

は、改正後の給与条例の規定による給与の内払とみなす。 

 （委任） 

４ 前項に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定め

る。 
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議案第８号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正

する条例について 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例（平成 19 年茨城県

後期高齢者医療広域連合後期高齢者に関する条例第 22 号）の一部を改正する条例

を別紙のとおり制定する。 

 

令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

 高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号）第104条第２項及び高齢

者の医療の確保に関する法律施行令（平成19年政令第318号）第18条の規定により、

令和８年度及び令和９年度の後期高齢者医療制度の保険料率を定めるなど所要の改

正を行うため、この条例案を提出するものである。 
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105、12月に支給する場合には100分の107.5」を「100分の106.25」に改め、同条

第３項中「100分の125」を「100分の126.25」に、「100分の70」を「100分の

71.25」に、「100分の127.5」を「100分の106.25」に、「100分の72.5」を「100分

の61.25」に改め、「、「100分の105」とあるのは「100分の60」と、「100分の

107.5」とあるのは「100分の62.5」と」を削る。 

 第26条第２項第１号中「、６月に支給する場合には100分の105」を「100分の

106.25」に、「100分の125」を「100分の126.25」に改め、「、12月に支給する場

合には100分の107.5（特定幹部職員にあっては100分の127.5）」を削り、同項第

２号中「、６月に支給する場合には100分の50」を「100分の51.25」に、「100分

の60」を「100分の61.25」に改め、「、12月に支給する場合には100分の52.5（特

定幹部職員にあっては100分の62.5）」を削る。 

附 則 

 （施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、令和８年４月

１日から施行する。 

２ 第１条の規定による改正後の茨城県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関す

る条例（以下「改正後の給与条例」という。）の規定は、令和７年４月１日から

適用する。 

 （給与の内払） 

３ 改正後の給与条例の規定を適用する場合には、第１条の規定による改正前の茨

城県後期高齢者医療広域連合職員の給与条例の規定に基づいて支給された給与

は、改正後の給与条例の規定による給与の内払とみなす。 

 （委任） 

４ 前項に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定め

る。 
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茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部

を改正する条例 

 

 

第４条中「所得割額及び被保険者均等割額の合計額とする。ただし、法第 99条第

２項に規定する被保険者（以下「被扶養者であった被保険者」という。）に係る賦課

額は、当該被扶養者であった被保険者につき算定した被保険者均等割額とする。」を

「高齢者の医療の確保に関する法律施行令（平成 19年政令第 318号。以下「政令」

という。）第 18条第１項第１号イの規定の基礎賦課額及び政令同号ロの子ども・子

育て支援納付金賦課額の合計額とする。」に改め、同条第２項中「前項」を「前２項」

に、「賦課額」を「基礎賦課額及び子ども・子育て支援納付金賦課額」に改め、同項

を同条第４項とし、同条第１項の次に次の２項を加える。 

２ 前項の基礎賦課額は、被保険者につき算定した所得割額及び被保険者均等割額

の合計額とする。ただし、法第 99条第２項に規定する被保険者（以下「被扶養者

であった被保険者」という。）に係る賦課額は、当該被扶養者であった被保険者に

つき算定した被保険者均等割額とする。 

３ 第１項の子ども・子育て支援納付金賦課額は、被保険者につき算定した所得割

額及び被保険者均等割額の合計額とする。ただし、被扶養者であった被保険者に

係る賦課額は、当該被扶養者であった被保険者につき算定した被保険者均等割額

とする。 

第５条の見出し中「保険料」を「基礎賦課額」に改め、同条中「前条」を「前条

第２項」に、「高齢者の医療の確保に関する法律施行令（平成 19年政令第 318号。

以下「政令」という。）」を「政令」に、「賦課額」を「基礎賦課額」に改める。 

第６条の見出し中「保険料」を「基礎賦課額」に改め、同条中「第４条」を「第

４第２項の基礎賦課額」に改める。 
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第７条の見出し中「所得割率」を「基礎賦課額の所得割率」に改め、同条中「第

５条第１項の規定により算定された」を「第４条第２項の基礎賦課額の」に改める。 

第８条の見出しを「（基礎賦課額の所得割率）」に改め、同条中「令和６年度及び

令和７年度の所得割率」を「令和８年度及び令和９年度の基礎賦課額の所得割率」

に、「100分の 9.66」を「100分の 9.32」に改める。 

第９条の見出しを「（基礎賦課額の均等割額）」に改め、同条中「令和６年度及び

令和７年度の被保険者均等割額」を「令和８年度及び令和９年度の基礎賦課額の均

等割額」に、「47,500円」を「49,500円」に改め、同条の次に次の５条を加える。 

（子ども・子育て支援納付金賦課額の所得割額） 

第９条の２ 第４条第３項の所得割額は、基礎控除後の総所得金額等に第１号に

掲げる額を第２号に掲げる額で除して得た率（以下この条、第９条の４及び第

９条の５において「所得割率」という。）を乗じて得た額とする。ただし、被保

険者の所得の分布状況その他の事情に照らし、第４条、この条本文、次条から

第９条の６までの規定に基づき当該被保険者に係る保険料の子ども・子育て支

援納付金賦課額を算定するものとしたならば、当該賦課額が、第 10条の２に定

める賦課額の限度額を上回ることが確実であると見込まれる場合には、施行規

則の規定により、基礎控除後の総所得金額等を補正するものとする。 

(1) 第 12条の２第２号の所得割総額 

(2) 被保険者（被扶養者であった被保険者を除く。）につき施行規則で定めると

ころにより算定した当該年度の基礎控除後の総所得金額等の合計額の見込額 

２ 前項の場合における地方税法第 314条の２第１項に規定する総所得金額若しく

は山林所得金額又は他の所得と区分して計算される所得の金額は、同法第 313条

第９項中雑損失の金額に係る部分の規定を適用しないものとして算定する。 

３ 第１項の所得割率に小数点以下第４位未満の端数があるときは、これを切り上

げる。 

（子ども・子育て支援納付金賦課額の被保険者均等割額） 
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茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部

を改正する条例 

 

 

第４条中「所得割額及び被保険者均等割額の合計額とする。ただし、法第 99条第

２項に規定する被保険者（以下「被扶養者であった被保険者」という。）に係る賦課

額は、当該被扶養者であった被保険者につき算定した被保険者均等割額とする。」を

「高齢者の医療の確保に関する法律施行令（平成 19年政令第 318号。以下「政令」

という。）第 18条第１項第１号イの規定の基礎賦課額及び政令同号ロの子ども・子

育て支援納付金賦課額の合計額とする。」に改め、同条第２項中「前項」を「前２項」

に、「賦課額」を「基礎賦課額及び子ども・子育て支援納付金賦課額」に改め、同項

を同条第４項とし、同条第１項の次に次の２項を加える。 

２ 前項の基礎賦課額は、被保険者につき算定した所得割額及び被保険者均等割額

の合計額とする。ただし、法第 99条第２項に規定する被保険者（以下「被扶養者

であった被保険者」という。）に係る賦課額は、当該被扶養者であった被保険者に

つき算定した被保険者均等割額とする。 

３ 第１項の子ども・子育て支援納付金賦課額は、被保険者につき算定した所得割

額及び被保険者均等割額の合計額とする。ただし、被扶養者であった被保険者に

係る賦課額は、当該被扶養者であった被保険者につき算定した被保険者均等割額

とする。 

第５条の見出し中「保険料」を「基礎賦課額」に改め、同条中「前条」を「前条

第２項」に、「高齢者の医療の確保に関する法律施行令（平成 19年政令第 318号。

以下「政令」という。）」を「政令」に、「賦課額」を「基礎賦課額」に改める。 

第６条の見出し中「保険料」を「基礎賦課額」に改め、同条中「第４条」を「第

４第２項の基礎賦課額」に改める。 
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第９条の３ 第４条第３項の子ども・子育て支援納付金賦課額の被保険者均等割額

は、第 12 条の２第２号に規定する被保険者均等割総額を当該年度の被保険者の

合計数の見込数で除して得た額とする。 

２ 前項の均等割額に１円未満の端数があるときは、これを切り上げる。 

（子ども・子育て支援納付金賦課額の所得割率及び被保険者均等割額の適用） 

第９条の４ 第４条第３項の子ども・子育て支援納付金賦課額の所得割率及び前条

の規定により算定された被保険者均等割額は、全区域にわたって均一とする。 

（子ども・子育て支援納付金賦課額の所得割率） 

第９条の５ 令和８年度の子ども・子育て支援納付金賦課額の所得割率は、100 分

の 0.28とする。 

（子ども・子育て支援納付金賦課額の均等割額） 

第９条の６ 令和８年度の子ども・子育て支援納付金賦課額の均等割額は、1,400円

とする。 

第 10条の見出しを「（基礎賦課額等の限度額）」に改め、同条中「第４条」を「第

４条第１項」に、「賦課額は、80万円」を「基礎賦課額は、85万円」に改め、同条

の次に次の１条を加える。 

（子ども・子育て支援納付金賦課額の賦課限度額） 

第 10条の２ 第４条第１項の子ども・子育て支援納付金賦課額は、２万１千円を超

えることができない。 

第 12条の見出しを「（基礎賦課総額）」に改め、同条中「賦課額」を「基礎賦課額」

に、「賦課総額」を「基礎賦課総額」に改め、同条第１号イ中「（後期高齢者医療の

事務の執行に要する費用」の次に「及び子ども・子育て支援納付金の納付に要する

費用」を加え、「収入の額」の次に「（法第 95条第２項に規定する子ども・子育て支

援納付金の額の見込額の 120分の１に相当する額を除く。）」を加え、同条第２号中

「保険料の額」を「基礎賦課額」に改め、同条の次に次の１条を加える。 

（子ども・子育て支援納付金賦課総額） 
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第 12 条の２ 法第 104 条第２項の規定により後期高齢者医療広域連合が被保険者

に対して課する保険料の子ども・子育て支援納付金賦課額（第 14条又は第 15条

に規定する基準に従い第４条、第９条の２から第９条の６まで及び第 10 条の２

の規定に基づき算定される所得割額又は被保険者均等割額を減額するものとした

場合にあっては、その減額することとなる額を含む。）の合計額（以下この項にお

いて「子ども・子育て支援納付金賦課総額」という。）は、次のとおりとする。 

(1) 子ども・子育て支援納付金賦課総額は、当該年度のアに掲げる合計額の見込

額からイに掲げる合計額の見込額を控除して得た額を前条第１号の予定保険料

収納率で除して得た額とする。 

ア 子ども・子育て支援納付金の納付に要する費用の額 

イ 法第 95条の規定による調整交付金その他後期高齢者医療に要する費用（子

ども・子育て支援納付金の納付に要する費用（同条第２項に規定する子ども・

子育て支援納付金の納付に係る事務の執行に要する費用を除く。）に限る。）

のための収入の額（同項に規定する負担対象総額の見込額の総額の 12 分の

１に相当する額を除く。）の合計額 

(2) 子ども・子育て支援納金賦課総額は、所得割総額及び被保険者均等割総額の

合計額とし、所得割総額は、被保険者均等割総額の 48分の 52に相当する額に、

当該年度の当該後期高齢者医療広域連合が行う後期高齢者医療の被保険者の所

得の平均額を全ての後期高齢者医療広域連合が行う後期高齢者医療の被保険者

の所得の平均額で除して得た率（小数点以下 11 位未満は四捨五入するものと

する。）を乗じて得た額とする。 

第 14条第１項第１号中「第 18条第４項第１号」を「第 18条第５項第１号」に改

め、同項第２号中「30万５千円」を「31万円」に改め、同項第３号中「56万円」を

「57万円」に改める。 

第 20条中「保険料の所得割額」を「第４条第２項の基礎賦課額及び同条第３項の

子ども・子育て支援納付金賦課額の所得割額」に改める。 
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第９条の３ 第４条第３項の子ども・子育て支援納付金賦課額の被保険者均等割額

は、第 12 条の２第２号に規定する被保険者均等割総額を当該年度の被保険者の

合計数の見込数で除して得た額とする。 

２ 前項の均等割額に１円未満の端数があるときは、これを切り上げる。 

（子ども・子育て支援納付金賦課額の所得割率及び被保険者均等割額の適用） 

第９条の４ 第４条第３項の子ども・子育て支援納付金賦課額の所得割率及び前条

の規定により算定された被保険者均等割額は、全区域にわたって均一とする。 

（子ども・子育て支援納付金賦課額の所得割率） 

第９条の５ 令和８年度の子ども・子育て支援納付金賦課額の所得割率は、100 分

の 0.28とする。 

（子ども・子育て支援納付金賦課額の均等割額） 

第９条の６ 令和８年度の子ども・子育て支援納付金賦課額の均等割額は、1,400円

とする。 

第 10条の見出しを「（基礎賦課額等の限度額）」に改め、同条中「第４条」を「第

４条第１項」に、「賦課額は、80万円」を「基礎賦課額は、85万円」に改め、同条

の次に次の１条を加える。 

（子ども・子育て支援納付金賦課額の賦課限度額） 

第 10条の２ 第４条第１項の子ども・子育て支援納付金賦課額は、２万１千円を超

えることができない。 

第 12条の見出しを「（基礎賦課総額）」に改め、同条中「賦課額」を「基礎賦課額」

に、「賦課総額」を「基礎賦課総額」に改め、同条第１号イ中「（後期高齢者医療の

事務の執行に要する費用」の次に「及び子ども・子育て支援納付金の納付に要する

費用」を加え、「収入の額」の次に「（法第 95条第２項に規定する子ども・子育て支

援納付金の額の見込額の 120分の１に相当する額を除く。）」を加え、同条第２号中

「保険料の額」を「基礎賦課額」に改め、同条の次に次の１条を加える。 

（子ども・子育て支援納付金賦課総額） 
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附 則 

（施行期日） 

第１条 この条例は、令和８年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

第２条 この条例による改正後の茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に

関する条例の規定は、令和８年度以後の年度分の保険料について適用し、令和７

年度分までの保険料については、なお従前の例による。 

（令和８年度及び令和９年度における保険料の減免の特例） 

第３条 広域連合長は、令和８年度及び令和９年度の本則第 14 条第１項第１号の

区分の被保険者に係る被保険者均等割額（本則第４条第２項に規定する基礎賦課

額に係る被保険者均等割額に限る。以下本条において同じ。）について、当該年度

分の保険料に係る被保険者均等割額に 100分の２を乗じて得た額を減ずることが

できる。 
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附 則 

（施行期日） 

第１条 この条例は、令和８年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

第２条 この条例による改正後の茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に

関する条例の規定は、令和８年度以後の年度分の保険料について適用し、令和７

年度分までの保険料については、なお従前の例による。 

（令和８年度及び令和９年度における保険料の減免の特例） 

第３条 広域連合長は、令和８年度及び令和９年度の本則第 14 条第１項第１号の

区分の被保険者に係る被保険者均等割額（本則第４条第２項に規定する基礎賦課

額に係る被保険者均等割額に限る。以下本条において同じ。）について、当該年度

分の保険料に係る被保険者均等割額に 100分の２を乗じて得た額を減ずることが

できる。 
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議案第11号

令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第２号）

令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合の一般会計補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条  歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ860千円を削減し、歳入歳出予 

算の総額を歳入歳出それぞれ1,116,279千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

令和８年２月25日提出

茨城県後期高齢者医療広域連合長 大 谷 明
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議案第11号

令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第２号）

令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合の一般会計補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条  歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ860千円を削減し、歳入歳出予 

算の総額を歳入歳出それぞれ1,116,279千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

令和８年２月25日提出

茨城県後期高齢者医療広域連合長 大 谷 明
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議案第12号

令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）

令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合の後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条  歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ20,281千円を削減し、歳入歳出 

予算の総額を歳入歳出それぞれ407,734,965千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

令和８年２月25日提出

茨城県後期高齢者医療広域連合長 大 谷 明
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議案第12号

令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）

令和７年度茨城県後期高齢者医療広域連合の後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条  歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ20,281千円を削減し、歳入歳出 

予算の総額を歳入歳出それぞれ407,734,965千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

令和８年２月25日提出

茨城県後期高齢者医療広域連合長 大 谷 明
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議案第 13 号 

 

包括外部監査契約の締結について  

 

 地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 292 条において準用する同法第

252 条の 36 第２項の規定に基づき、包括外部監査契約を次のように締結す

るものとする。 

 

   令和８年２月 25 日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明       

 

 

記 

 

１ 契約の目的   包括外部監査及び当該監査の結果に関する報告 

２ 契約金額    13,200,000 円を上限とする額 

３ 契約の相手方  氏名 大道 良幸 

          資格 公認会計士 

４ 契約の期間   令和８年４月１日から令和９年３月 31 日まで 

 

 

（提案理由） 

 広域連合の組織に属さない外部の専門的な知識を有する者との包括外部

監査契約を締結し、行政活動における財務執行上の適正性を検証すること

により、適正な行財政運営に資するものである。 

 包括外部監査契約を締結するに当たっては、地方自治法第 252 条の 36 第

２項の規定に基づき、議会の議決を経る必要があるので、これを提案する。 
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報告第１号 

 

専決処分の報告及び承認を求めることについて 

 

第三者行為による医療給付費の損害賠償請求訴訟の和解について、地方自治法（昭

和 22年法律第 67号）第 292条の規定により準用する同法第 179条第１項の規定に

基づき、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、

承認を求める。 

 

   令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（専決処分の理由） 

地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 292条の規定により準用する同法第 179

条第１項の規定に基づき、第三者行為による医療給付費の損害賠償請求訴訟の和解

をすることについて、専決処分した。  
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１  事件名 

    水戸地方裁判所  令和４年（ワ）第 81 号損害賠償請求事件 

     

２  当事者 

    原告  茨城県後期高齢者医療広域連合   

  被告  個人 

専 決 処 分 書 

 

 水戸地方裁判所令和４年（ワ）第 81号損害賠償請求事件に関し、下記のとおり和

解することについて、地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 292条の規定により

準用する同法第 179条第１項の規定に基づき専決処分する。 

 

   令和７年 12月 23日 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明    

 

記 

 

３ 事件の概要 

(1) 茨城県後期高齢者医療の被保険者（以下「被害者」という。）が商業施設内の

歩行者用道路を歩行していた際に、被告の運転する車両に衝突され、受傷した。 

(2) 原告は、代位取得した第三者行為による医療給付費の損害賠償請求権に基づ

き、被告に対し損害賠償金の支払を求めたが、被告がこれに応じなかったため、

損害賠償金 12,610,067円の支払を求める訴えを提起したものである。 

(3) なお、訴訟提起後も被害者の治療継続により医療給付費が増加したため、最

終的な請求額を 34,670,738円に変更した。 

 

４ 和解内容  

(1) 被告は、原告に対し、和解金として 36,200,000円（調整額を含む）を支払う。 

(2) 原告は、その余の請求を放棄する。 

(3) 原告及び被告は、原告と被告との間には、本和解条項に定めるもののほか何

ら債権債務がないことを相互に確認する。 

(4) 訴訟費用は、各自の負担とする。 

 

５ 和解理由 

  水戸地方裁判所より上記の和解案が提示され、その内容が妥当と認められるた

め。 
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報告第１号 

 

専決処分の報告及び承認を求めることについて 

 

第三者行為による医療給付費の損害賠償請求訴訟の和解について、地方自治法（昭

和 22年法律第 67号）第 292条の規定により準用する同法第 179条第１項の規定に

基づき、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、

承認を求める。 

 

   令和８年２月 25日提出 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合長  大 谷  明       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（専決処分の理由） 

地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 292条の規定により準用する同法第 179

条第１項の規定に基づき、第三者行為による医療給付費の損害賠償請求訴訟の和解

をすることについて、専決処分した。  
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議員提出議案第 1 号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の議員報酬等に関する条 

例の一部を改正する条例について 

 

上記の議案を、地方自治法第 292 条において準用する第 112 条及び茨城  

県後期高齢者医療広域連合議会会議規則第 14 条の規定に基づき、別紙の  

とおり提出します。 

 

   令和８年２月 25 日提出 

 茨城県後期高齢者医療広域連合 

   議 長  袴塚 孝雄 様 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員       田中 隆徳 

〃               野口 雅弘  

〃               渡邊 澄夫 

〃               和田 喜武  

〃               山野井 隆 

〃               水梨 伸晃  

〃               黒田 健祐 

〃               鈴木 道生  

〃               田口 清一 

〃               長島 幸男 

〃               林  昌子  

〃               山本  豊 

（提案理由） 

 議員報酬等の額について、近隣広域連合及び自治体における委員報酬

等を参考に見直しを行い、報酬等の額の改正を行うもの。  

―62―- 62 -



茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の議員報酬等に関す 

る条例の一部を改正する条例 

 

 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の議員報酬等に関する条例

（平成 20 年条例第７号）の一部を次のように改正する。 

 第２条中「日額 2,500 円」を「別表第１のとおり」に改める。 

 第３条中「別表」を「別表第２」に改める。 

別表を次のように改める。 

 別表（第３条関係） 

市   町   村   名  金  額  

水戸市、ひたちなか市、那珂市、茨城町、大洗町  1,000 円  

城里町、東海村、小美玉市、常陸太田市、常陸大宮市  2,000 円  

石岡市、笠間市、鉾田市、日立市  3,000 円  

大子町、鹿嶋市、行方市、かすみがうら市、桜川市、

土浦市  

4,000 円  

潮来市、筑西市、高萩市、結城市、北茨城市、阿見町、

牛久市、つくば市  

5,000 円  

神栖市、下妻市、美浦村、八千代町、龍ケ崎市、取手

市、守谷市、常総市、つくばみらい市、稲敷市  

6,000 円  

河内町、利根町、坂東市  7,000 円  

境町、古河市、五霞町  8,000 円  

 別表を別表第２とし、附則の次に次の１表を加える。 

 別表第１（第２条関係） 

議会の議員  

議長  日額   9,000 円  

副議長  日額   8,500 円  

議員  日額   8,000 円  

附 則 
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議員提出議案第 1 号 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の議員報酬等に関する条 

例の一部を改正する条例について 

 

上記の議案を、地方自治法第 292 条において準用する第 112 条及び茨城 

県後期高齢者医療広域連合議会会議規則第 14 条の規定に基づき、別紙の 

とおり提出します。 

 

   令和８年２月 25 日提出 

 茨城県後期高齢者医療広域連合 

   議 長  袴塚 孝雄 様 

 

茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員       田中 隆徳 

〃               野口 雅弘 

〃               渡邊 澄夫 

〃               和田 喜武 

〃               山野井 隆 

〃               水梨 伸晃 

〃               黒田 健祐 

〃               鈴木 道生 

〃               田口 清一 

〃               長島 幸男 

〃               林  昌子 

〃               山本  豊 

（提案理由） 

 議員報酬等の額について、近隣広域連合及び自治体における委員報酬

等を参考に見直しを行い、報酬等の額の改正を行うもの。  
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 この条例は、令和８年４月１日から施行する。 
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